
【 安全上のご注意】

工事店様へ 施工前には、 こ の施工説明書を よ く ご覧の上、 正し く 施工し てく ださ い。

コ イ ズミ 照明器具用部品 施工説明書

型　  番 AE4 5 3 1 3 E・ AE4 5 3 1 4 E

こ の表示を無視し て誤った取り 扱いをする と
死亡ま たは重傷を負う 可能性が想定さ れる 内容です。警　 　 告

部品の取付けは、 説明書に従い確実に行なっ て
く ださ い。 →部品の取付けに不備がある と 火災･
感電･落下によ る けがの原因になり ま す。厳守

禁止

分解禁止

部品を 改造し たり 、 部品を 追加･変更し て使用し
ないでく ださ い。 →火災･感電･落下によ る けが
の原因になり ま す。

禁止

部品のすき ま や放熱穴など に金属類を 差し 込ま
ないでく ださ い。 →感電･故障の原因になり ま す。

部品を布や紙など でおおって使用し ないでく だ
さ い。 →火災の原因になり ま す。

埋込ボッ ク ス に取付ける 場合は、 金属製のも の
を ご使用く ださ い。 →樹脂製ボッ ク ス の場合、
器具の熱伝導によ り 、 樹脂の劣化が促進さ れ火
災･落下によ る けがの原因になり ま す。

厳守

異常を感じ た場合は、 速やかに電源を 切ってく
ださ い。 →放置し ま すと 火災･落下によ る けがの
原因になり ま す。 工事店･電器店にご相談く ださ
い。

こ の表示を無視し て誤った取り 扱いをする と
傷害を負う 可能性ま たは物的損害が発生する 可能性が想定さ れる 内容です。注　 　 意

こ の部品は非防水です。 湿気の多い場所や屋外
では使用でき ま せん。 →火災･感電の原因になり
ま す。水ぬれ禁止

禁止

周囲温度5 ～3 5 ℃、 湿度4 5 ～8 5 ％の環境以外
では使用し ないでく ださ い。 →火災･感電の原因
になり ま す。

こ のよ う な場所には取付けないでく ださ い。
こ の部品は天井取付専用器具です。 壁など には
取付けでき ま せん。 傾斜天井に取付ける 場合は
4 5 °ま でにし てく ださ い。 不安定な場所やベニ
ヤ板など の強度の弱い場所、 使用後のネジ穴に
は取付けないでく ださ い。 →部品の落下によ る
けがの原因になり ま す。

4 5 °を超える 傾斜天井 壁面 補強のない場所

保証と アフ タ ーサービス について

・ 2 4 時間連続使用など、 １ 日2 0 時間以上の長時間使用の場合は上記
の半分の期間と し ま す。

・ 取扱説明書、 本体貼付ラ ベルなどの注意書に従った使用状態で保証
期間中に故障し た場合に無償修理さ せていただき ま す。

・ ご使用中に異常が生じ た場合は、 お使いになる のをやめ、 電源を切
って、 お買い上げの販売店(工事店)にご相談く ださ い。

・ ご贈答品やご転居などでお買い上げの販売店(工事店)にご相談でき
ない場合や、 アフタ ーサービス に関する ご相談、 ご不明点は、 別紙
｢お客様相談窓口のご案内」各窓口ま でお問い合わせく ださ い。

保証について 修理を依頼さ れる と き

器具の取外し は工事店･電器店に依頼し てく ださ い。 →感電の原因になり ま す。

厳守

表示さ れた電源電圧(A C1 0 0 V)以外の電源で
使用し ないでく ださ い。 →火災･感電の原因にな
り ま す。

禁止

部品の下にス ト ーブなど の高温のも のを 置かな
いでく ださ い。 ま た、 燃えやすいも のを 近づけ
て使用し ないでく ださ い。 →火災の原因になり
ま す。

■照明器具(別売)を取付けている 場合

照明器具の説明書を確認し てく ださ い。
・ ラ ンプ交換　 ・ 器具のお手入れ

■照明器具(別売)について

重量を確認する
●適合重量　 1 4 kg ま で

※こ の部品は照明器具専用です。

※こ の部品のフ ラ ンジ色と 照明器具(別売)の本体色は、 近似色と し て推奨し ていま すが色の差異が器具ごと に有
り ま すのでご了承く ださ い。

警告　 重量を 超えて使用し ないでく ださ い。
落下によ る けがの原因になり ま す。

・

・
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■施工手順 注意　 取付けの際は必ず電源を切っ てく ださ い。 感電の原因になり ま す。

※こ の図は一部抽象化し た共通部品図です。
※部品の有無･損傷を確認し 、 不備の際は取付けないでく ださ い。

１ 取付金具を取付ける

２ 照明器具(別売)を取付ける
照明器具の電源コ ード と チェ ーンをフ ラ ンジに通し
てから 、 電源コ ード を アングルに通す。
吊環に照明器具のチェ ーンを 引っ 掛け、 はずれない
よ う に閉じ る 。

※照明器具によ っては、 電源コ ード を フ ラ ンジに通
す前にグロ ーブなど を 取付ける 場合があり ま す。

※照明器具によ っては、 電源コ ード の先に接続端子
など が付いている 場合があり ま すので、 取外し て
から フ ラ ンジに通し てく ださ い。

８ 点灯の確認を行なう

７ 照明器具(別売)の説明書に従い、
灯具を取付ける

４ アングルを取付ける
ダルマ穴を 固定ナッ ト に通し 、 ド ラ イ バーで締め付
けて取付ける 。

５ 電源線を接続する
電源線と 照明器具の電源コ ード を 接続し 、 絶縁テー
プなど によ り 確実に絶縁処理を 行なう 。

警告　 電源の接続を 確実に行なってく ださ い。
接続が不完全な場合は火災の原因になり ま す。

電源線

リ ングス リ ーブ

電源コ ード

絶縁テープ

６ フ ラ ンジを取付ける
フ ラ ンジを 取付金具に合わせ、 袋ナッ ト で取付ける 。

取付金具

アングル
上表示

方向シール

吊環

固定ナッ ト

袋ナッ ト

フラ ンジ

取付金具

取付ネジ電源線

＜取付ネジで取付ける 場合＞
取付金具に電源線を 通し 、 取付ネジで取付ける 。

＜ボルト (別売)で取付ける 場合＞
取付金具に電源線を 通し 、 ボルト にワ ッ シャ 、 六
角ナッ ト (市販品)で取付ける 。 回り 止め用に付属
の取付ネジで固定する 。

傾斜天井に取付ける 場合、 アングルの上表
示を 上にし て取付ける 。

＜傾斜天井に取付ける 場合＞

取付ネジ電源線

取付金具

ボルト

ボルト 出し ろ
(取付面よ り 3 0 m m )

ワ ッ シャ

六角ナッ ト

警告　 ボルト で電源線を はさ ま ないでく ださ い。
火災･感電の原因になり ま す。

＜傾斜天井に取付ける 場合＞
方向シールの指示に従っ て取付ける 。

警告　 方向シールに従っ て取付けてく ださ い。
指定方向以外に取付けた場合は落下によ る けが
の原因になり ま す。
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３ チェ ーンの長さ を調節する
図のよ う にチェ ーンを 開き 、 チェ ーンのコ マ数を 調
節する 。 拡げたチェ ーンは確実に閉じ る 。

ひら く ひねる
警告　 一度開いたチェ ーンは再度開かないでく だ
さ い。
再度開いた場合、 破損･落下によ る けがの原因にな
り ま す。
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警告　 上表示に従っ て取付けてく ださ い。
指定方向以外に取付けた場合は落下によ
る けがの原因になり ま す。

接着剤が十分に乾燥し てから 器具を 取付ける 。
変色やサビ の原因になり ま す。

３ 取付面がク ロ ス 貼り の場合

■施工前の確認

１ 器具重量に耐えら れる よ う 、 取付部の強度を確保する
総重量が1 0 kg 以上になる 場合は必ずボルト (市販品)W3 /8 ま たはM1 0 で取付ける 。

２ 傾斜天井に取付ける 場合
取付金具が傾斜方向に対し て右図に
なる よ う に取付ける 。
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〈 付属部品〉
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耐用年限

耐用年限

Z-199-015-02

部品编号：J02TRAM9962
尺寸：210×148


